
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

栃木市岩舟家庭教育支援チーム 

 （呼称：家庭教育オピニオンリーダー「かるがも岩舟」） 

 

②活動拠点 栃木市岩舟公民館 

③活動範囲 栃木市内全域 

④組織体制 

 

   8 人 

子育てサポーター 8 人 

 

⑤活動開始年度 平成２０年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

栃木市地域振興部岩舟地域づくり推進課公民館係 

（TEL）0282-55-2500   （E-mail）iwafune-k@city.tochigi..lg.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

その他（子育てサロン） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

☐中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

・ハッピー子育て講座を小学校、幼稚園の保護者向けに実施した。 

・小学校就学時健康診断に合わせて、講座を実施した。 

・子育てサロン事業への協力。 



④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

参加者からの声として以下のようなことが出された。このようなことからも、

情報提供や肩の力を抜いた育児の大切さなどを伝えられたと思う。 

・子育てに悩む親が自分以外にもいることが分かりほっとした。 

・講座への参加を通じて仲間を増やすことが出来た。 

・子育ての先輩から「もっと肩の力を抜いていい」とのアドバイスで、気持ち

が楽になった。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （栃木市補助金） 

 


